
『そして誰もいなくなった』アガサ・クリスティ

ミックスナッツ

オリーブ

ポテチ

- フード -

※価格は全て税込表記です。

燻製ニシンの虚偽 400

『風の歌を聴け』村上春樹

『恋はいつも未知なもの』村上龍

『フィッシュストーリー』伊坂幸太郎

300

300

300

『ダレン・シャン』ダレン・シャン

チョコレート

セロリと牛肉の煮物

イベリコ豚のパテwith クラッカー

自家製ピクルス 300

『チョコレート・アンダーグランド』アレックス・シアラー

『世界の終わりとハードボイルド・ワンダーランド』村上春樹

『イベリコ豚を買いに』野地秩嘉

300

500

700

“red hering（燻製ニシン）” が
ミスリードを意味する慣用句になったのは、
この名作ミステリーが由来だそうな。

図書室の床いっぱいに5センチの厚さにピーナツの殻を
まき散らかすと大変なことになるので、
代わりにミックスナッツを。

「コンソメ食べたい気分だったけど、塩味もいいもんだね。
間違ってもらって、かえって良かったかも」
図書室のポテチは塩味です。

瓶詰めにして持ち歩くほどではなくても、
妙に食べたくなる時がありますよね。

禁止されてもやめられないのが…。

“機関銃で納屋を薙ぎ倒す” ほどの食欲を持つ、
図書館の女の子。彼女を待つ間に簡単につくった” セロリと牛肉の煮物”。
はたして出来は…？

イベリコ豚って、そんなに沢山いるのだろうか？
そんな疑問からスペインに渡り、
イベリコ豚に出会うまで2年。
情熱とドラマを経て、豚は僕らの口に入ります。

追加クラッカー 100

「酔っぱらって、一生懸命おしゃべりする」
お供にピッタリ。


